
近畿大学病院 広報誌 [ ケアリンク ]

CARE LINKK
IN

D
A
I

51
2026.6

Vol.

外来診療
担当医一覧表は
連携医向けLINEから！
毎月更新中！

〒590-0197 大阪府堺市南区三原台1-14-1

072-288-6252（地域連携課）

6つの専門力が
支える、
高度外科医療

近畿大学病院チャンネル

お待ちしています!
近畿大学病院公式チャンネル

当院では、患者さまや地域の皆さまに当院をより身近に感じていただくため、
LINEの他にも各種SNSやボイスメディアを運用しています。是非フォローやいいねをお待ちしております！

チャンネル登録

近畿大学病院LINEアカウント
近畿大学病院LINE
公式アカウント

近畿大学病院では、スマートフォンから利用できるアプリケーション
「LINE」の公式アカウントを、2021年9月より開設しました。イベントのご
案内や、日々 の健康づくりに役立つ情報をお届けします。

小児科 駐車場 コロナ 入院

当院についてのご質問（簡単なキーワード）に

など

AIが自動でお答えします！

最新情報を
随時発信！

セミナー案内 各種救急コール

外来診療担当医一覧表 など
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【私達の強み】
１．「食道外科専門医認定施設」かつ食道癌手術年間 60 例以上の南大阪唯一の専門施設
日本食道学会の調査によると食道癌術後生存期間中央値は認定施設で手術を受けた患者の方が非認定施設で手術を受けた患者よりも28 ヶ月も長いと報告さ
れています (Motoyama S, et al. Esophagus 2019;16:114-1)。また、論文報告では、手術死亡率は年間手術件数 30 例以上の施設の1.8％に対し、5 例未満の
施設は 4.8％と2.5 倍も高いとされています (Nishigori T, et al. Br J Surg 2016;103:1880-1886）。

２．「食道がんセンター」設立
大学病院としての知識と経験を集約化してより専門性の高い治療を提供するためにこの 4月から新設しました。外科・腫瘍内科・消化器内科・放射線治療科・歯
科口腔外科・頭頸部耳鼻咽喉科・リハビリテーション部（呼吸リハ･嚥下リハ）が連携して診断から治療にあたります。

３．治療困難な進行食道癌に対する積極的治療
他院で切除困難と診断されても切除可能な症例は少なくありません。また、超進行癌も集学的に治療して積極的に Conversion surgery を行っています。

４．「日本胃癌学会施設認定 A」の施設
全国 152 施設の一つです。早期癌から他施設では治療不能の腹膜播種症例に対しても治療し、全国から患者が紹介されてきます。

６．「腹膜播種センター」を設立
胃癌の転移で最も治療困難な腹膜播種に対する腹腔内化学療法に永年取り組んでおり、治療開始後 3 年生存率は 30％を超えるまでになっています。

５．食道胃接合部癌症例の経験が豊富
食道胃接合部癌について多施設共同で行った臨床試験でも全国で 3 位の症例登録数を誇ります。独自の逆流防止機構付き胸部下部食道噴門側切除再建術を考
案して手術をしています。

７．食道癌・胃癌共に低侵襲手術が基本
胃癌腹膜播種症例を除き、手術は基本的に「からだに優しい」低侵襲手技で行われますが、最近はその多くが Davinci や hinotori を用いたロボット支援下に行
われています。

８．治療戦略は「Cancer board」で決定
毎週月曜日に、外科・腫瘍内科・消化器内科・放射線治療科が一堂に会して症例毎に最適の治療戦略を合議の上で決定し、最速で治療に入るように診療科間で
調整しています。どんな進行度の症例でも、検査ができていなくても、癌と診断したらいつでもどの診療科宛でもよいのでご紹介頂ければ対応します。

9. 原則初診後 1 週間で検査を終えて治療方針を決定！
集学的治療では正確な進行度診断に基づいて最善の治療を選択しますが、その組み合わせと順番で結果が変わります。一方、腫瘍は日々進行しています。そのた
め1 週間で診断および治療方針決定を原則としています。

【ご紹介について】
月～金曜日いつでもOKです。水、金が時間的に余裕があります。Cancer board のまとめ役は外科ですので、悩む時は外科にご紹介ください。
食道癌は進行が早い腫瘍です。診断未確定、検査不十分でもOKです。できるだけ早くご紹介頂ければ幸いです。

　私達は、食道癌または胃癌を患った患者さんを最新･最先端の医療技術と治療戦略

を駆使して患者さんと共に病気の克服に向かって最善を尽くす専門医チームです。

　外科的切除を中心に薬物治療や放射線治療を症例の進行度に合わせて組み合わ

せ、より確実な癌の根治を目指して日々取り組んでいます。特に南大阪唯一の大学病院

としてどんな症例でも可能性を追求し、南大阪の最後の砦として「諦めない医療」を提

供することで患者さんと地域の先生方からの信頼関係を築いていけるように努力を続

けて参ります。遠くの施設で手術だけ受けても患者にとって本当に良い治療かは疑問

です。地域の先生方と基幹病院とが手を取り合い、地域の患者を包括的に見守ること

で「地域で完結する医療」を提供することが真の意味で患者に優しい医療で、安心を

届けることになると考えます。是非、私達を頼りにして頂き、南大阪独自の医療体系を

確立していければと期待します。

南大阪で完結する医療を目指して～
食道癌･胃癌の高度専門医療施設

外科学教室
上部消化管部門 主任教授

安田 卓司

　近畿大学病院 下部消化管外科では、大腸がん、特に結腸がん・直腸がんに対する

外科治療を中心に、低侵襲性、根治性、機能温存のバランスを重視した診療を行って

います。患者さんの年齢、併存疾患、全身状態、腫瘍の進行度、生活背景を総合的に

考慮し、術後の生活の質まで見据えた治療方針を提案しています。

　便潜血陽性、貧血、血便、便通異常、内視鏡で指摘された大腸腫瘍、直腸がん、進

行大腸がん、再発が疑われる症例、手術適応の判断に迷われる症例などがございまし

たら、ぜひ当科へご紹介ください。地域の先生方と連携し、患者さんにとって最善の治

療を提供してまいります。 外科学教室
下部消化管外科部門 主任教授

川村 純一郎

DIVISION OF
ESOPHAGO-GASTRIC SURGERY,

DEPARTMENT OF SURGERY

DIVISION OF
COLORECTAL SURGERY,

DEPARTMENT OF SURGERY
上部消化管外科
外科学教室

下部消化管外科
外科学教室

地域の先生方とともに、
大腸がん診療のさらなる充実を目指します

Junichiro
KAWAMURA

【私達の強み】
1. 豊富な低侵襲手術の経験
当科では、ロボット支援手術および腹腔鏡手術を中心とした低侵襲手術を積極的に行っています。日本内視鏡外科学会技術認定医を中心に、高
度な内視鏡外科手術を提供しています。直腸がん手術では、骨盤深部という狭く複雑な領域で、根治性を保ちながら排尿・性機能・肛門機能な
どの温存を図る必要があります。当科では、da Vinci Xi および hinotoriを用いたロボット支援手術を導入し、精緻な操作と良好な視野を生かし
た、安全で質の高い手術を追求しています。

2. 高度進行がんに対する集学的治療
高度進行直腸がんに対しては、消化器内科、腫瘍内科、放射線科と連携し、術前化学療法や術前化学放射線療法を組み合わせた集学的治療を
行っています。キャンサーボードでは、各診療科の専門的視点を持ち寄り、標準治療から先進的な治療戦略まで、患者さん一人ひとりに適した方
針を検討しています。

3. 肛門温存を目指した直腸がん治療
肛門に近い下部直腸がんに対しては、必要に応じて内肛門括約筋切除術、
いわゆるISRを行い、根治性を保ちながら、
可能な限り肛門温存を目指しています。

4. 炎症性腸疾患・良性疾患にも対応
大腸がんのみならず、潰瘍性大腸炎、クローン病、家族性大腸腺腫症などの
良性・炎症性腸疾患に対する外科治療にも対応しています。

5. ストーマ管理体制の充実
ストーマ造設が必要な患者さんには、術前から術後まで継続的に
支援できる体制を整えています。
皮膚・排泄ケア認定看護師と連携し、ストーマ周囲皮膚の管理、装具選択、
日常生活に関する助言、精神的サポートなどを行っています。

1 Kindai University Hospital
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• 早期肺癌（小型結節、GGO 含有病変など）
• 区域切除適応の検討が必要な症例
• 術前治療（免疫療法・化学療法）後の手術適応評価
• 間質性肺炎合併肺癌
• 高齢者・低肺機能症例の治療方針検討

高度専門医療を担う
肝胆膵外科診療と地域連携

外科学教室
呼吸器外科部門 主任教授

津谷 康大

DIVISION OF
HEPATO-BILIARY-PANCREATIC SURGERY,

DEPARTMENT OF SURGERY

DIVISION OF
THORACIC SURGERY,
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松本 逸平

　近年、膵がんや胆道がんをはじめとする肝胆膵疾患は増加傾向にあり、診断・治療

ともに高度な専門性が求められています。当院は南大阪で唯一の日本肝胆膵外科学

会修練施設 Aとして、年間約 450 件の手術を行っており、そのうち高難度肝胆膵手術

は約 120 件にのぼります。豊富な症例経験をもとに、安全で質の高い外科治療の提供

にチーム一丸となって努めております。悪性疾患のみならず、良性疾患を含めた幅広い

肝胆膵疾患に対応している点も特徴です。

　膵がん、胆道がん、肝がんに対しては、化学療法や放射線療法と手術を組み合わせ

た集学的治療を積極的に行っており、近年、治療成績の向上が認められています。診

断時に切除不能と判断された症例においても、治療経過の中で切除可能となるケース

が増えており、そのような患者さんに対しても、血管合併切除・再建などを含む高難度

手術により根治を目指した治療を行っています。消化器内科をはじめ関連各科と緊密

に連携し、患者さん一人ひとりに最適な治療方針を提案いたします。

また、腹腔鏡手術やロボット支援手術といった低侵襲手術にも積極的に取り組み、術後の回復や QOLの向上に配慮した医療を

実践しています。膵疾患においては、内・外分泌機能の温存にも配慮した術式選択を行っています。さらに、急性・慢性膵炎に

対する外科治療にも豊富な経験を有し、他院で治療に難渋された症例も多数ご紹介いただいております。

　当院では地域医療機関との連携を重視しており、急性胆嚢炎から重症急性膵炎まで、緊急症例にも迅速に対応可能な受け入

れ体制を整えております。診断や治療方針に迷われる症例につきましても、まずはご相談のみでも歓迎いたします。軽微な所見

や精査目的の段階でも構いませんので、お気軽にご紹介・ご連絡いただけますと幸いです。今後も先生方との連携を大切にし

ながら、安心してご紹介いただける医療体制の構築に努めてまいります。何卒よろしくお願い申し上げます。

TSUTANI
Yasuhiro

MATSUMOTO
Ippei

　当科は肺癌を中心とした呼吸器外科診療において、低侵襲手術と集学的治療を融

合した最適治療の提供を特徴としています。特に近年増加している早期肺癌に対して

は、患者さんの呼吸機能温存と根治性を両立する区域切除（segmentectomy）を第

一選択として積極的に実施しており、本術式に関しては国内外の臨床試験・学会活動

を通じてエビデンス構築にも深く関与しています。

　当科では、胸腔鏡手術およびロボット支援手術（RATS）を標準としており、高精度

な解剖学的切除と安全性の高いリンパ節郭清を実現しています。特に区域切除におい

ては、独自の工夫（いわゆるHISASHI テクニックなど）により、術後の肺機能温存と合

併症低減を両立しつつ、確実な切除マージン確保を重視しています。

また、当科のもう一つの強みは、術前・術後薬物療法を含めた集学的治療の一体的運

用です。免疫チェックポイント阻害薬や分子標的薬を含む術前治療（neoadjuvant 

therapy）や術後補助療法についても、エビデンスに基づいた適切な患者選択を行い、

外科治療との最適な統合を図っています。特に driver mutation 陽性症例や高リスク早期肺癌に対しては、個別化医療の観点

から積極的に治療戦略を提案しています。

　さらに、間質性肺炎合併肺癌や高齢者・低肺機能患者など、ハイリスク症例に対する外科治療にも豊富な経験を有しており、

安全性と予後のバランスを重視した治療選択を行っています。縮小手術の適応判断や周術期管理においても、専門的な知見に

基づいた対応が可能です。

　現在、以下のような症例のご紹介を特に歓迎しております

根治性と肺機能温存を両立する
区域切除時代の肺がん外科治療

強みとしている疾患
• 膵がん
• 胆道がん
• 肝がん、転移性肝腫瘍
• 膵管内乳頭粘液性腫瘍（IPMN）、膵神経内分泌腫瘍、
   その他の嚢胞性膵腫瘍
• 慢性膵炎

　紹介患者様については、迅速な外来対応と検査・治療方針決定

を行い、地域の先生方との連携を重視した診療を心がけておりま

す。術後フォローについても可能な限り逆紹介を行い、地域完結型

医療に貢献いたします。

　今後も地域医療機関の先生方と密に連携しながら、質の高い呼

吸器外科医療の提供に努めてまいります。何卒よろしくお願い申し

上げます。

3 Kindai University Hospital



• 早期肺癌（小型結節、GGO 含有病変など）
• 区域切除適応の検討が必要な症例
• 術前治療（免疫療法・化学療法）後の手術適応評価
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菰池 佳史

　近畿大学病院外科 乳腺内分泌部門で

は、乳腺疾患、外科手術の対象となる甲

状腺および副甲状腺疾患について、ガイ

ドラインに示された標準治療の実践はも

とより、大学 病院の特 質を活かして、多

診 療 科、多職 種が 常に議 論を交えなが

ら、特に乳癌診療においては、最先端の

診断・薬物療法・手術・放射線療法から、

個々の患者さんの背景に合わせた治療法

まで柔軟に対応しています。南大阪で有

数の診療実績を誇っています。
当グループの特徴
乳癌手術中の一次一期乳房再建手術*31例（二次再建も形成
外科にて多数）
乳癌手術中のラジオ波焼灼療法**23例（全国3位）
画 像 ガイド 下 生 検（ 診 断 困 難 症 例 に 対して 手 術 室 に て
US-MRI融合画像等を用いて施行）

標準治療から先進医療まで、
患者に寄り添う乳癌診療

KOMOIKE
Yoshifumi

乳がん（初発）
乳がん（再発）
乳腺良性腫瘍
遺伝性乳癌卵巣がん症候群
乳腺要生検症例（手術室施行）
甲状腺がん
甲状腺良性疾患
その他
計

193
6

17
1

26
1
2
6

252

2025 年 手術実績

■ ガイドラインに準拠した質の高い乳癌診療
当グループでは、最新の乳癌診療ガイドラインに基づき、画像診断・病理診断を踏まえ
た適切な治療方針を提案しています。腫瘍内科、放射線治療科、形成外科などとの密な
連携のもと、術前薬物療法から手術、乳房再建、術後薬物療法まで一貫した集学的治
療を行っています。薬物療法においては、腫瘍内科との連携で、乳癌のタイプと進行度
に合わせた薬剤選択を行い、緊急時の対応も含めて安全で質の高い医療の提供行って
います。また形成外科との連携で、整容性に優れた乳癌手術を心がけています。

■ 個別化医療とShared Decision Makingの実践
患者さん一人ひとりの病状だけでなく、生活背景や価値観にも配慮し、Shared Decision Makingを重視した診療を行っています。乳房温存術、
乳房切除術、再建術を含め、患者さんとともに最適な治療選択を目指しています。

■ 乳房再建・低侵襲治療への取り組み
形成外科との連携による乳房再建を積極的に行っており、質の高い整容性の提供に努めています。また、腫瘍径 1.5cmまでの乳癌に対しては、
患者さんのご希望によりラジオ波焼灼療法（RFA）を積極的に行っており、全国有数の症例数を有しています。当科ではMRI 画像等と超音波画
像を融合させる装置を用いて、より精度の高いラジオ波焼灼療法（RFA）を行なっています。
診断においても、安全簡便な造影超音波検査の導入により、腎機能障害やアレルギー等で MRIを受けられない患者さんに対しても、診断困難な
症例を診断しています。

■ 遺伝性乳癌卵巣癌症候群（HBOC）への対応
遺伝カウンセラーを含む多職種チームで、遺伝診療やサーベイランス、治療選択支援を行っています。
必要に応じてご家族への支援も含めた対応を行っています。

■ 地域医療機関との連携を大切にしています
紹介患者さんの迅速な受け入れに努めるとともに、診断後・治療後も地域の先生方との連携を重視しています。
術後内分泌療法や長期フォローアップ、支持療法などについても、地域の医療機関と協力しながら継続診療を行っています。
乳房腫瘤、画像異常、乳頭異常分泌、術後相談など、乳腺疾患全般についてお気軽にご紹介ください。

■ 小児外科の特徴
　当科は、新生児から思春期までの幅広い年齢層を対象に、小児外科全般の診療を

行っています。先天性疾患、腫瘍性疾患、鼠径ヘルニアや陰嚢水腫、急性虫垂炎など

の日常的な小児外科疾患まで幅広く対応し、診断、治療、手術、術後フォローアップま

で一貫した医療を提供しています。とくに新生児外科や小児悪性腫瘍など、高い専門

性が求められる領域にも対応しており、難易度の高い症例に対しても積極的に取り組

んでいます。

　手術においては、腹腔鏡手術や胸腔鏡手術をはじめとする低侵襲手術を積極的に

導入し、身体への負担をできる限り軽減することを大切にしています。これにより、術

後の痛みを少なくし、早期回復を促すとともに、術創部瘢痕にも配慮した治療を実践

しています。一方で、すべての症例に同じ方法を当てはめるのではなく、患児の年齢、

体格、全身状態、疾患の性質を丁寧に見極めたうえで、最も安全で効果的な治療法を

選択し、安全性と根治性の両立を目指しています。

　また、小児科、麻酔科、NICU、産婦人科をはじめとする関連診療科と密接に連携し、

周術期管理を含めた包括的なチーム医療を行っています。新生児や全身管理を要する

重症例に対しても、専門スタッフによる万全の体制で診療にあたり、安心して治療を受

けていただける環境を整えています。さらに、保護者の皆さまに対しては、病状や治療

方針について分かりやすく丁寧に説明し、十分に理解・納得いただいたうえで治療を

進めることを大切にしています。地域の医療機関との紹介・逆紹介も円滑に行い、地

域全体で小児医療の質向上に貢献してまいります。

新生児から思春期まで 
― お子様とご家族に寄り添い、地域と共に歩む小児外科 ―

外科学教室
乳腺内分泌外科部門 臨床教授

日本小児外科学会専門医・
指導医
日本外科学会外科専門医・
指導医
日本周産期新生児医学会
認定外科医
日本小児泌尿器科学会専門医

山内 勝治

日本小児外科学会専門医
日本外科学会外科専門医

里見 美和

疾患名 手術件数

特殊［専門］疾患
• 一般小児外科疾患（鼠径ヘルニア、臍ヘルニア、など）
• 小児悪性腫瘍（神経芽腫、Wilms 腫瘍 など）
• 新生児外科疾患（消化管閉鎖、横隔膜ヘルニア など）
• 小児内視鏡外科手術（腹腔鏡・胸腔鏡手術）
• 胆道拡張症、胆道閉鎖症などの肝胆道疾患
• 重症便秘・ヒルシュスプルング病などの排便機能障害
• 漏斗胸などの胸壁変形
• 小児泌尿器外科疾患（停留精巣、水腎症、膀胱尿管逆流症 など）

小児科病棟プレイルーム小児科病棟プレイルーム

院内学級院内学級

外科学教室
小児外科部門 医学部講師

外科学教室
小児外科部門 医学部講師
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YAMAUCHI Katsuji
SATOMI Miwa

DIVISION OF
BREAST AND ENDOCRINE SURGERY,

DEPARTMENT OF SURGERY

DIVISION OF
PEDIATRIC SURGERY,

DEPARTMENT OF SURGERY
小児外科
外科学教室

乳腺内分泌外科
外科学教室

外科学教室
乳腺内分泌外科部門 臨床教授

菰池 佳史

　近畿大学病院外科 乳腺内分泌部門で

は、乳腺疾患、外科手術の対象となる甲

状腺および副甲状腺疾患について、ガイ

ドラインに示された標準治療の実践はも

とより、大学 病院の特 質を活かして、多

診 療 科、多職 種が 常に議 論を交えなが

ら、特に乳癌診療においては、最先端の

診断・薬物療法・手術・放射線療法から、

個々の患者さんの背景に合わせた治療法

まで柔軟に対応しています。南大阪で有

数の診療実績を誇っています。
当グループの特徴
乳癌手術中の一次一期乳房再建手術*31例（二次再建も形成
外科にて多数）
乳癌手術中のラジオ波焼灼療法**23例（全国3位）
画 像 ガイド 下 生 検（ 診 断 困 難 症 例 に 対して 手 術 室 に て
US-MRI融合画像等を用いて施行）

標準治療から先進医療まで、
患者に寄り添う乳癌診療

KOMOIKE
Yoshifumi

乳がん（初発）
乳がん（再発）
乳腺良性腫瘍
遺伝性乳癌卵巣がん症候群
乳腺要生検症例（手術室施行）
甲状腺がん
甲状腺良性疾患
その他
計

193
6

17
1

26
1
2
6

252

2025 年 手術実績

■ ガイドラインに準拠した質の高い乳癌診療
当グループでは、最新の乳癌診療ガイドラインに基づき、画像診断・病理診断を踏まえ
た適切な治療方針を提案しています。腫瘍内科、放射線治療科、形成外科などとの密な
連携のもと、術前薬物療法から手術、乳房再建、術後薬物療法まで一貫した集学的治
療を行っています。薬物療法においては、腫瘍内科との連携で、乳癌のタイプと進行度
に合わせた薬剤選択を行い、緊急時の対応も含めて安全で質の高い医療の提供行って
います。また形成外科との連携で、整容性に優れた乳癌手術を心がけています。

■ 個別化医療とShared Decision Makingの実践
患者さん一人ひとりの病状だけでなく、生活背景や価値観にも配慮し、Shared Decision Makingを重視した診療を行っています。乳房温存術、
乳房切除術、再建術を含め、患者さんとともに最適な治療選択を目指しています。

■ 乳房再建・低侵襲治療への取り組み
形成外科との連携による乳房再建を積極的に行っており、質の高い整容性の提供に努めています。また、腫瘍径 1.5cmまでの乳癌に対しては、
患者さんのご希望によりラジオ波焼灼療法（RFA）を積極的に行っており、全国有数の症例数を有しています。当科ではMRI 画像等と超音波画
像を融合させる装置を用いて、より精度の高いラジオ波焼灼療法（RFA）を行なっています。
診断においても、安全簡便な造影超音波検査の導入により、腎機能障害やアレルギー等で MRIを受けられない患者さんに対しても、診断困難な
症例を診断しています。

■ 遺伝性乳癌卵巣癌症候群（HBOC）への対応
遺伝カウンセラーを含む多職種チームで、遺伝診療やサーベイランス、治療選択支援を行っています。
必要に応じてご家族への支援も含めた対応を行っています。

■ 地域医療機関との連携を大切にしています
紹介患者さんの迅速な受け入れに努めるとともに、診断後・治療後も地域の先生方との連携を重視しています。
術後内分泌療法や長期フォローアップ、支持療法などについても、地域の医療機関と協力しながら継続診療を行っています。
乳房腫瘤、画像異常、乳頭異常分泌、術後相談など、乳腺疾患全般についてお気軽にご紹介ください。

■ 小児外科の特徴
　当科は、新生児から思春期までの幅広い年齢層を対象に、小児外科全般の診療を

行っています。先天性疾患、腫瘍性疾患、鼠径ヘルニアや陰嚢水腫、急性虫垂炎など

の日常的な小児外科疾患まで幅広く対応し、診断、治療、手術、術後フォローアップま

で一貫した医療を提供しています。とくに新生児外科や小児悪性腫瘍など、高い専門

性が求められる領域にも対応しており、難易度の高い症例に対しても積極的に取り組

んでいます。

　手術においては、腹腔鏡手術や胸腔鏡手術をはじめとする低侵襲手術を積極的に

導入し、身体への負担をできる限り軽減することを大切にしています。これにより、術

後の痛みを少なくし、早期回復を促すとともに、術創部瘢痕にも配慮した治療を実践

しています。一方で、すべての症例に同じ方法を当てはめるのではなく、患児の年齢、

体格、全身状態、疾患の性質を丁寧に見極めたうえで、最も安全で効果的な治療法を

選択し、安全性と根治性の両立を目指しています。

　また、小児科、麻酔科、NICU、産婦人科をはじめとする関連診療科と密接に連携し、

周術期管理を含めた包括的なチーム医療を行っています。新生児や全身管理を要する

重症例に対しても、専門スタッフによる万全の体制で診療にあたり、安心して治療を受

けていただける環境を整えています。さらに、保護者の皆さまに対しては、病状や治療

方針について分かりやすく丁寧に説明し、十分に理解・納得いただいたうえで治療を

進めることを大切にしています。地域の医療機関との紹介・逆紹介も円滑に行い、地

域全体で小児医療の質向上に貢献してまいります。

新生児から思春期まで 
― お子様とご家族に寄り添い、地域と共に歩む小児外科 ―

外科学教室
乳腺内分泌外科部門 臨床教授

日本小児外科学会専門医・
指導医
日本外科学会外科専門医・
指導医
日本周産期新生児医学会
認定外科医
日本小児泌尿器科学会専門医

山内 勝治

日本小児外科学会専門医
日本外科学会外科専門医

里見 美和

疾患名 手術件数

特殊［専門］疾患
• 一般小児外科疾患（鼠径ヘルニア、臍ヘルニア、など）
• 小児悪性腫瘍（神経芽腫、Wilms 腫瘍 など）
• 新生児外科疾患（消化管閉鎖、横隔膜ヘルニア など）
• 小児内視鏡外科手術（腹腔鏡・胸腔鏡手術）
• 胆道拡張症、胆道閉鎖症などの肝胆道疾患
• 重症便秘・ヒルシュスプルング病などの排便機能障害
• 漏斗胸などの胸壁変形
• 小児泌尿器外科疾患（停留精巣、水腎症、膀胱尿管逆流症 など）

小児科病棟プレイルーム小児科病棟プレイルーム

院内学級院内学級

外科学教室
小児外科部門 医学部講師

外科学教室
小児外科部門 医学部講師
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・救命救急センター	 ☎ 072-298-1731
・脳卒中コール 	 ☎ 072-288-7377
・ハートコール	 ☎ 0120-145-810
・周産期コール	 ☎ 072-288-7065

病院、診療所、救急隊からの 連絡用専用 TEL

〈受付時間〉月曜日〜金曜日 8:30 〜 14:00 

紹介状お持ちの患者さん

〈受付時間〉 月曜日〜金曜日 8:30 〜 11:30
休診日：土曜・日曜・祝日、本学創立記念日（11/5）、年末年始（12/29-1/3）

予約外又は紹介状をお持ちでない患者さん　

平日 9:00 〜 20:00、土曜 9:00 〜 12:00
★は、ご紹介患者さんの予約枠があります。
※�脳神経外科、整形外科、眼科、耳鼻咽喉・頭頸部外科、歯科口腔外科の受診は原則他の医療機関からの
紹介状を持参する患者さんのみの受付となります。
※緩和ケア科は院内紹介のみとなっております。他の医療機関からのご予約は受付けておりません。

紹介予約申し込み FAX 受付時間 

〒 590-0197
大阪府堺市南区三原台 1-14-1
近畿大学病院　地域連携課
・紹介予約に関するお問い合わせ
直通 TEL： 072-288-6236
専用FAX： 072-298-1650

・その他お問い合わせ
直通 TEL： 072-288-6252
専用FAX： 072-298-1657

問い合わせ先

外来診療担当医一覧表

7 Kindai University Hospital



診療科名 月 火 水 木 金

循
環
器
内
科

★循環器内科（初診）

AM

中澤 学 
循環器全般

カテーテル低侵襲治療
(TAVI、ASD/PFO 閉鎖術、
MitraClip)、虚血性心疾患、

先天性心疾患

上野 雅史 
虚血性心疾患 
末梢血管疾患

田中 秀和 
[ 心不全、弁膜症、心筋症 ] 

松添 弘樹 
心不全、弁膜症 

心筋症、肺高血圧症

三好 達也 
心筋症、弁膜症、 

心不全、 
腫瘍循環器、 
先天性心疾患

野田 崇 
不整脈全般 

アブレーション、 
デバイス植え込み

PM 松村 光一郎 
[ 心不全、心筋症 ]

交替制 
南 遙香

櫻根 寛之 
[ 循環器疾患一般 ]

藤田 晃輔
TAVI 治療

虚血性心疾患

交替制 
河村 尚幸 (1・3 週 ) 

虚血性心疾患
カテーテル低侵襲治療
(MitraClip, 左心耳閉鎖術 ) 

大西 教平 (2・4・5 週 ) 
TAVI 治療 

虚血性心疾患

安岡 良文 
不整脈全般 

アブレーション、 
デバイス植え込み

循環器内科

AM

上野 雅史
★藤田 晃輔
★丸山 将広
( 不整脈外来）
不整脈治療

（アブレーション、
デバイス植え込み )、

左心耳閉鎖術

★河村 尚幸
　山田 信広

末梢動脈疾患
肺高血圧症

虚血性心疾患

松村 光一郎 
船内 陽平 

★奥根 真楠 
（不整脈外来）
安岡 良文 

（不整脈外来）

宮高 昌 
★高井 博之 
（不整脈外来）

★中澤 学 
田中 秀和 

( 弁膜症・心筋症外来 ) 
三好 達也 
吉田 彩乃

PM

上野 雅史 
★藤田 晃輔 
田中 基英 
丸山 将広 

（不整脈外来）

河村 尚幸 
松村 光一郎 
（心不全外来） 

加山 優 
( 末梢動脈疾患 )

松添 弘樹 
大西 教平 

★奥根 真楠 
（不整脈外来）
安岡 良文 

（不整脈外来）

箱崎 頌平
三好 達也 
吉田 彩乃 
野田 崇 

（不整脈外来）

内
分
泌
・
代
謝
・
糖
尿
病
内
科

★内分泌・代謝・
糖尿病内科（初診）

AM 吉田 左和 小川 誠人 奥田 祐輝 交替制 三木 宏記

PM 西野 正嗣 三木 宏記 交替制 奥田 祐輝 交替制

内分泌・代謝・
糖尿病内科

AM

前田 法一 
廣峰 義久 
【DM 強化】 
能宗 伸輔 
小川 誠人

藤田 幸恵 
錦野 真理子 
安武 紗良 
梶 博史

廣峰 義久 
庭野 史丸 

幕谷由佳子 

神山 真紀子 
津田 直信 
能宗 伸輔 
西野 正嗣

前田 法一 
吉田 左和 
馬場谷 成 
武友 保憲

PM 奥田 祐輝
武友 保憲 

錦野 真理子 
安武 紗良 
伊藤 裕進

廣峰 義久 
庭野 史丸 
馬場谷 成

神山 真紀子 
津田 直信 
能宗 伸輔 
西野 正嗣

前田 法一 
吉田 左和 
馬場谷 成 
武友 保憲

消
化
器
内
科

★消化器内科（初診）
AM 交替制 交替制 交替制 交替制 交替制

PM 交替制 交替制 交替制 交替制 交替制

消化器内科【肝臓】

AM ★南 康範 
★田北 雅弘 上嶋 一臣 工藤 正俊 

★千品 寛和 岡井 夏輝 萩原 智 
西田 直生志

PM ★高橋 俊介 
田北 雅弘 ★上嶋 一臣 ★工藤 正俊 (2･4 週 ) 

盛田 真弘 ★松原 卓哉 ★萩原 智 
★西田 直生志

消化器内科【胆膵】

AM 中井 敦史 鎌田 研 ★大本 俊介 竹中 完 三長 孝輔

PM 中井 敦史 
★田中 秀和

★鎌田 研 
福永 朋洋（2・4 週） 
吉田 晃浩（1・3 週）

★大本 俊介 
★大塚 康生

★竹中 完 
原 茜（1・3・5 週）

★三長 孝輔 
★益田 康弘

消化器内科【消化管】

AM 米田 頼晃 
加藤 弘樹

★辻 直子 
渡邉 智裕 
有山 武尊

永井 知行 ★竹内 洋司 
★半田 康平

★河野 匡志 
駒谷 真

PM ★米田 頼晃 ★辻 直子 
★渡邉 智裕 ★永井 知行

★竹内 洋司 
半田 康平（2・4 週） 

山田 早希（1・3・5 週）
★河野 匡志

消化器内科【炎症性腸疾患】
AM ★米田 頼晃（2・4 週）

山田 早希（1・3・5 週）

PM
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診療科名 月 火 水 木 金

血
液
・
膠
原
病
内
科

★血液内科（初診）
AM 深野 あや乃 川口 慎一郎 井上 舞子 加藤 由里子 井上 舞子
PM 深野 あや乃 川口 慎一郎 井上 舞子 加藤 由里子 井上 舞子

血液内科
AM 花本 晶 

藤本 昂
頼 晋也 

口分田 貴裕
平瀬 主税 
三宅 義昭

森田 泰慶 
松村 到 (2・4 週 ) 

波江野 高大 (1・3・5 週 )

芹澤 憲太郎 
田中 宏和

PM 花本 晶 
藤本 昂

頼 晋也 
口分田 貴裕

平瀬 主税 
三宅 義昭

森田 泰慶 
波江野 高大

芹澤 憲太郎 
田中 宏和

★膠原病内科（初診）
AM 志賀 俊彦 野﨑 祐史 木下 浩二 石村 香織 赤澤 宗輝
PM 志賀 俊彦 野﨑 祐史 嶋津 秀紀 李 進海 赤澤 宗輝

膠原病内科

AM 木下 浩二 
李 進海

赤澤 宗輝 
伊丹 哲

志賀 俊彦 
冨田 大介 
嶋津 秀紀

李 進海 
志賀 俊彦

野﨑 祐史 
山澤 広嵩 
福田 里香

PM
木下 浩二 
李 進海 

野﨑 祐史
赤澤 宗輝 
伊丹 哲

志賀 俊彦 
冨田 大介 志賀 俊彦 杉山 昌史 

福田 里香

腎
臓
内
科

腎臓内科（初診）
AM ★高橋 実代 中谷 嘉寿 

( ～ 11 時 ) ★有馬 秀二 ★有馬 秀二 高橋 実代

PM ★高橋 実代 高橋 実代 
(11 時～ ) 森本 理奈 真鍋 昌平 高橋 実代

腎臓内科

AM 有馬 秀二 
【腎臓 ･ 高血圧外来】

中谷 嘉寿 
【腎臓 ･ 糖尿病 ･ 高血圧外来】

中野 志仁 
内藤 方克 

(9：00-11：00)

岡田 宜孝 坂口 美佳 
住谷 昂一

村島 美穂 
古林 法大

PM
有馬 秀二 

【腎臓 ･ 高血圧外来】 

今西 茜衣里

中谷 嘉寿 
【腎臓 ･ 糖尿病 ･ 高血圧外来】 

中野 志仁
福田 雄基 ★坂口 美佳 

真鍋 昌平
村島 美穂 
古林 法大 

今西 茜衣里

腫
瘍
内
科

腫瘍内科（初診）
AM

再診外来兼務 
PM

腫瘍内科【肺がん】

AM
★佐々木 健太 

★林 秀敏 
★村田 大樹

★渡邉 諭美 
米阪 仁雄 

★那須 雅典

★金村 宙昌 
★太田 龍一 
★田中 薫 

★原 颯一郎

★田中 薫 
谷崎 潤子 

★杉原 綾乃

岩朝 勤 
高濱 隆幸 
大倉 將生 

★小澤 実那

PM
佐々木 健太 
★林 秀敏 
村田 大樹

渡邉 諭美 
★米阪 仁雄 
那須 雅典

★金村 宙昌
★田中 薫 

★谷崎 潤子 
杉原 綾乃

★岩朝 勤 
★高濱 隆幸 
★大倉 將生 
小澤 実那

腫瘍内科【原発不明がん】

AM

★林 秀敏 
★稲垣 千晶 

★佐々木 健太 
★村田 大樹

米阪 仁雄 
★稲垣 千晶 
★渡邉 諭美 
★那須 雅典

★金村 宙昌 
★太田 龍一 
★田中 薫 

★原 颯一郎

★田中 薫 
谷崎 潤子 

三谷 誠一郎 
★杉原 綾乃

岩朝 勤 
高濱 隆幸 
大倉 將生 

★小澤 実那

PM

★林 秀敏 
稲垣 千晶 

佐々木 健太 
村田 大樹

★米阪 仁雄 
稲垣 千晶 
渡邉 諭美 
那須 雅典

★金村 宙昌
★田中 薫 

★谷崎 潤子 
★三谷 誠一郎 

杉原 綾乃

★岩朝 勤 
★高濱 隆幸 
★大倉 將生 
小澤 実那

腫瘍内科【消化器がん】

AM

★林 秀敏 
★佐々木 健太 
★稲垣 千晶 
★村田 大樹

米阪 仁雄 
★稲垣 千晶 
★渡邉 諭美 
★那須 雅典

★金村 宙昌 
★太田 龍一 
★田中 薫 

★原 颯一郎

★田中 薫 
谷崎 潤子 

三谷 誠一郎 
★杉原 綾乃

高濱 隆幸 
大倉 將生 

★小澤 実那

PM

★林 秀敏 
稲垣 千晶 

佐々木 健太 
村田 大樹

★米阪 仁雄 
稲垣 千晶 
渡邉 諭美 
那須 雅典

★金村 宙昌
★田中 薫 

★谷崎 潤子 
★三谷 誠一郎 

杉原 綾乃

★高濱 隆幸 
★大倉 將生 
小澤 実那

腫瘍内科【頭頸部がん】

AM

★林 秀敏 
★佐々木 健太 
★稲垣 千晶 
★村田 大樹

米阪 仁雄 
★稲垣 千晶 
★渡邉 諭美 
★那須 雅典

★金村 宙昌 
★太田 龍一 
★田中 薫 

★原 颯一郎

★田中 薫 
谷崎 潤子 

三谷 誠一郎 
★杉原 綾乃

高濱 隆幸 
大倉 將生 

★小澤 実那

PM

★林 秀敏 
稲垣 千晶 

佐々木 健太 
村田 大樹

★米阪 仁雄 
稲垣 千晶 
渡邉 諭美 
那須 雅典

★金村 宙昌
★田中 薫 

★谷崎 潤子 
★三谷 誠一郎 

杉原 綾乃

★高濱 隆幸 
★大倉 將生 
小澤 実那

腫瘍内科【乳がん】

AM
★稲垣 千晶 

★佐々木 健太 
★村田 大樹

米阪 仁雄 
★稲垣 千晶 
★渡邉 諭美 
★那須 雅典

★金村 宙昌 
★田中 薫 

★原 颯一郎

★田中 薫 
谷崎 潤子 

★杉原 綾乃

岩朝 勤 
大倉 將生 

★小澤 実那

PM
稲垣 千晶 

佐々木 健太 
村田 大樹

★米阪 仁雄 
稲垣 千晶 
渡邉 諭美 
那須 雅典

★金村 宙昌
★田中 薫 

★谷崎 潤子 
杉原 綾乃

★岩朝 勤 
★大倉 將生 
小澤 実那
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診療科名 月 火 水 木 金

呼
吸
器
・
ア
レ
ル
ギ
ー
内
科

★呼吸器・アレルギー内科
（初診）

AM 富田 淳史 松原 若菜 西山 理 山崎 亮 西川 裕作

PM 國田 裕貴 川端 慶之 三木 真理 西川 裕作 吉川 和也

呼吸器・アレルギー内科

AM
★上桝 潔 

★松本 久子 
★西川 裕作

★東田 有智 
★吉田 耕一郎 

★山﨑 亮

★渡井 健太郎 
★西川 裕作 
★上桝 潔

★吉川 和也 
★上桝 潔 

★原口 龍太

★佐野 安希子 
★國田 裕貴 
★西山 理

PM

★山﨑 亮 
(15：00 ～）【禁煙外来】 

松本 久子 
★佐野 安希子

東田 有智 
★吉田 耕一郎 
★松本 久子

★吉田 耕一郎 
★上桝 潔

★重吉 康史 
【体内時計外来】 

★上桝 潔 
★原口 龍太

★川端 慶之 
★西山 理

脳
神
経
内
科

 
脳神経内科一般

AM
三輪 隆志 

★上田 昌美 
★寺山 敦之

★田港 朝也 
★三井 良之 
★山岸 裕子

★桑原 基 
★寒川 真 

★平野 牧人

★福本 雄太 
★西郷 和真 
★吉川 恵輔

★平野 牧人 
★西郷 和真 
★桑原 基

PM
★久富 隆寛 
福本 雄太 
中村 寛人

田港 朝也 
平井 敦樹

★桑原 基 
★寒川 真 

★平野 牧人 
永井 義隆

★寒川 真 
三井 良之 

★藤井 佳奈子 
永井 義隆

★吉川 恵輔 
★名村 仁志 
★稲田 莉乃

遺伝診療外来
AM 西郷 和真

PM

ボトックス外来
《13：00 〜》

AM 平野 牧人 / 寒川 真

PM

外
科

外科【食道・胃】
AM 白石 治【食道】 

中西 智也【胃】 今野 元博【胃】 ★新海 政幸【胃・食道】
白石 治【食道】

安田 篤【胃】
平木 洋子【胃】

★安田 卓司【食道】 
★加藤 寛章【胃】

PM ★白石 治【食道】 
中西 智也【胃】 ★今野 元博【胃】 ★新海 政幸【胃・食道】 ★安田 篤【胃】

平木 洋子【胃】
安田 卓司【食道】 
加藤 寛章【胃】

外科【肝・胆・膵】
AM 武部 敦志 ★松本 逸平 ★亀井 敬子 吉田 雄太 

田井 謙太郎 村瀬 貴昭

PM ★武部 敦志 ★松本 逸平 亀井 敬子 ★吉田 雄太 
田井 謙太郎  ★村瀬 貴昭

外科【大腸・内視鏡】
AM 岩本 哲好 ★大東 弘治 ★川村 純一郎 

★村上 克宏
★所 忠男 

★家根 由典
上田 和毅 
吉岡 康多

PM ★岩本 哲好 大東 弘治 ★川村 純一郎 
村上 克宏

所 忠男 
家根 由典

★上田 和毅 
吉岡 康多

外科【乳腺・内分泌】

AM
★菰池 佳史 
位藤 俊一 

交替制
久保田 倫代 ★菰池 佳史 

交替制
★北條 敏也 

乾 浩己
★菰池 佳史 

★久保田 倫代 
交替制

PM
菰池 佳史 

★位藤 俊一 
交替制

眞鍋 弘暢 ★菰池 佳史 
交替制 ★北條 敏也

★菰池 佳史 
久保田 倫代 

交替制

外科【呼吸器】
AM ★氏家 秀樹 

交替制
★津谷 康大 
光冨 徹哉

★濵田 顕 
交替制

武本 智樹 
交替制

西野 将矢 
交替制

PM ★氏家 秀樹 
交替制

★津谷 康大 
交替制

★濵田 顕 
交替制

★武本 智樹 
交替制

西野 将矢 
交替制

外科【小児】
AM

高田 斉人 (1・3・5 週 ) 
堀池 正樹 (2・4 週 ) 

★里見 美和
★山内 勝治

PM 里見 美和 山内 勝治

ヘルニア外来
AM

PM ★交替制 ★交替制

スト－マ外来（予約制）
AM

PM 川村 純一郎
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診療科名 月 火 水 木 金

心
臓
血
管
外
科

心臓血管外科一般
AM

★宮下 直也 
冠動脈疾患
心臓弁膜症

大動脈・末梢血管疾患
ステントグラフト

血管内治療

★浅田 聡 
【先天性心疾患】

★坂口 元一 
★小谷 真介 
今村 有佑  
冠動脈疾患
心臓弁膜症
大動脈疾患

ステントグラフト
血管内治療

★交替制 
冠動脈疾患
心臓弁膜症

大動脈・末梢血管疾患
ステントグラフト

血管内治療

★交替制 
冠動脈疾患
心臓弁膜症

大動脈・末梢血管疾患
ステントグラフト

血管内治療

PM

脳
神
経
外
科

脳血管障害
AM ★田中 寛大 

【脳血管内科】

★眞田 寧晧 
【脳血管障害】 
★佐藤 徹 

【脳血管障害】

★辻 潔 
【脳血管内治療】

★髙橋 淳 
【脳血管障害】 
★藤島 一紘 

【脳血管内治療】

PM ★古川 健太郎 
【脳血管内治療】

★乾 涼磨 
【脳血管内科】

脳腫瘍
AM

★眞田 寧晧 
【脳腫瘍

★奥田 武司 
【脳腫瘍・下垂体腫瘍】

★吉岡 宏真 
【脳腫瘍】

PM ★奥田 武司 
【脳腫瘍・下垂体腫瘍】

★吉岡 宏真 
【脳腫瘍

てんかん・
機能的脳神経外科

AM ★眞田 寧晧 
【顔面けいれん・三叉神経痛】

★中野 直樹 
【てんかん外科 

・不随意運動・痛み】

★吉岡 宏真 
【水頭症】

★内山 卓也 
不随意運動（脳深部刺激療法 )　　　　　
痛み（脊髄刺激療法 )・水頭症

痙縮（ITB 療法・ボツリヌス治療）
顔面けいれん（ボツリヌス治療

PM ★吉岡 宏真 
【水頭症】

脳神経外科一般
AM

★田中 寛大 
植嶋 利文（救命救急科） 

【頭部外傷】 
※完全予約制

★眞田 寧晧 ★辻 潔 ★藤島 一紘　　　　　　　★内山 卓也

PM 交替制 ★古川 健太郎 ★乾 涼磨 ★岩倉 倫裕 交替制

整
形
外
科

下肢関節外科

AM
★後藤 公志（1・3・5 週） 

中川 晃一 
★山岸 孝太郎 

【一般】

★山岸 孝太郎 
【一般】

★森竹 章公 
【股関節】

★後藤 公志 
【股関節】

★森竹 章公（1・3・5 週）
【股関節】

PM
後藤 公志（1・3・5 週）

中川 晃一 
山岸 孝太郎 

【一般】

山岸 孝太郎 
【一般】

森竹 章公 
【股関節】

後藤 公志 
【股関節】

森竹 章公（1・3・5 週）
【股関節】

リウマチ
AM

PM

肩関節・スポーツ・外傷
AM ★中川 晃一

PM 中川 晃一

脊椎・脊椎外科

AM ★鳥海 賢介 ★池田 光正
【転移性骨腫瘍外来】 

交替制 (1･2･4 週 ) 
石濱 嘉紘（3 週）

池田 光正
（2・4 週､ 再診のみ） 

★石濱 嘉紘 
★家村 駿輝

PM 鳥海 賢介 池田 光正
池田 光正

（2・4 週､ 再診のみ） 
石濱 嘉紘 
家村 駿輝

整形外科一般
AM 岡 尚宏 荻原 哲 ★新屋敷 佑 西川 彰人 丹 洋貴

PM 岡 尚宏 荻原 哲 新屋敷 佑 西川 彰人 丹 洋貴

手・上肢外科
AM ★大谷 和裕 

【外傷】 ★吉元 孝一

PM 大谷 和裕 
【外傷】 吉元 孝一

骨・軟部腫瘍・骨転移
AM ★西村 俊司 ★橋本 和彦

PM ★西村 俊司 橋本 和彦
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診療科名 月 火 水 木 金

形
成
外
科

形成外科一般

AM ★冨田 興一 
★稲福 直樹

★末吉 遊 
★林 利空

中尾 仁美 
★乾 里紗 伊谷 善仁

★中尾 仁美 
★末吉 遊 

【リンパ外科】

PM
★冨田 興一 

【乳房再建】 
稲福 直樹 
【形成一般】

末吉 遊 
【外傷・再建】

乾 里紗 
【形成一般】 担当医 ★中尾 仁美 

【眼瞼下垂】

産
婦
人
科

★婦人科（初診）

AM 中井 英勝 村上 幸祐 高矢 寿光 松村 謙臣 小谷 泰史

PM 中井 英勝 村上 幸祐 高矢 寿光 松村 謙臣 小谷 泰史

婦人科（再診）

AM 和田 知春 佐野 友香 
甲斐 冴

坂本 敬哉 
佐藤 華子 貫戸 明子 阿部 秋子 

高松 士朗

PM 和田 知春 
川﨑 薫

佐野 友香 
甲斐 冴

坂本 敬哉 
佐藤 華子

阿部 秋子 
高松 士朗

★産科（初診・再診）

AM 葉 宜慧 黄 彩実 瀬川 美雪 川﨑 薫 山添 紗恵子

PM 葉 宜慧 黄 彩実 瀬川 美雪 川﨑 薫 山添 紗恵子

内分泌・更年期外来 
腫瘍サポート漢方外来

AM

PM ★武田 卓
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診療科名 月 火 水 木 金

小
児
科
・
思
春
期
科

小児一般

AM

★杉本 圭相 
★丸谷 怜 
★竹村 豊 
★福島 優

★平松 英文 
★今岡 のり 
★西 孝輔 

★龍神 雅子

★竹村 豊 
★宮崎 紘平 
★森本 優一

★杉本 圭相 
★宮崎 紘平 
★西 孝輔 

★益海 英樹

★杉本 圭相 
龍神 雅子 

★森本 優一

PM

★杉本 圭相 
丸谷 怜 
竹村 豊 
福島 優

平松 英文 
今岡 のり 
西 孝輔 

龍神 雅子

竹村 豊 
宮崎 紘平 
森本 優一

★杉本 圭相 
宮崎 紘平 
西 孝輔 

益海 英樹

★杉本 圭相 
龍神 雅子 
森本 優一

アレルギー
AM ★竹村 豊 ★竹村 豊

PM 竹村 豊 竹村 豊

栄養・消化器 
《※第 2・4 週のみ》

AM 近藤 宏樹

PM

血液腫瘍
AM ★平松 英文 ★平松 英文

PM 平松 英文 平松 英文

腎・膠原病 
【夜尿症】

AM ★杉本 圭相 
★福島 優 ★宮崎 紘平 ★杉本 圭相 

★宮崎 紘平
★杉本 圭相 
★森本 優一

PM 宮崎 紘平 ★杉本 圭相 
宮崎 紘平

★杉本 圭相 
森本 優一

神経
AM 柳田 英彦

PM ★柳田 英彦

代謝・内分泌 
《※第 1・2・4・5 週》

AM ★杉本 圭相 
★福島 優 ★森本 優一 ★森本 優一

PM ★杉本 圭相 
福島 優 森本 優一 森本 優一

発達障害・心身症 
《※完全予約制》

AM ★龍神 雅子 龍神 雅子 
柳田 英彦

PM 龍神 雅子 DQ 外来（2・4 週） 龍神 雅子 
★柳田 英彦

NICU
AM 交替制 交替制

PM

小児科 
【乳児健診・
予防接種外来】

AM

PM 交替制 【乳児健診】 
（14：00 － 16：00）

交替制 
【予防接種外来】

宮崎 紘平 
【予防接種外来】 

（1・3・5 週
15：00-16：00）

交替制 
【予防接種外来】

循環器
AM ★丸谷 怜 ★西 孝輔 

★今岡 のり ★西 孝輔

PM 丸谷 怜 西 孝輔 
今岡 のり 西 孝輔

胎児心臓病外来 
《※完全予約制》

AM 今岡 のり

PM ★今岡 のり 今岡 のり

ダウン症体操外来 
《※完全予約制》

AM 担当医（月 1-2 回）

PM 担当医（月 1-2 回）

小児循環器成人外来 
《2 階 心臓外科外来》

AM 丸谷 怜

PM 丸谷 怜
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診療科名 月 火 水 木 金

眼
科

★眼科（初診）

AM

江口 洋 
堀田 芙美香 
杉野 日彦 
藤田 紘造

野本 裕貴 
岩橋 千春 
新名 愛

日下 俊次 
中川 喜博 

坂本 万寿夫 
門林 大祐

國吉 一樹 
柚木 麻衣 
後藤 夕輝

※日下 俊次 
（※不定期） 

眞野 福太郎 
福島 正樹 

槇田 翔太郎 
山下 正奈

PM

江口 洋 
堀田 芙美香 
杉野 日彦 
藤田 紘造

野本 裕貴 
岩橋 千春 
新名 愛

中川 喜博 
坂本 万寿夫 
門林 大祐

國吉 一樹 
柚木 麻衣 
後藤 夕輝

眞野 福太郎 
福島 正樹 

槇田 翔太郎 
山下 正奈

眼科一般

AM ★杉野 日彦 
★藤田 紘造 ★新名 愛 ★門林 大祐 ★後藤 夕輝 

★柚木 麻衣
★槇田 翔太郎 
★山下 正奈

PM 杉野 日彦 
藤田 紘造 新名 愛 門林 大祐

杉野 日彦 
後藤 夕輝 
柚木 麻衣

柚木 麻衣 
槇田 翔太郎 
山下 正奈

角膜

AM ★江口 洋 
★堀田 芙美香 堀田 芙美香 ★江口 洋

PM 江口 洋 
堀田 芙美香

網膜硝子体

AM 國吉 一樹 ★眞野 福太郎 ★日下 俊次 
★中川 喜博　 ★國吉 一樹

★日下 俊次 
（不定期）

★眞野 福太郎 
★福島 正樹

PM 中川 喜博 中川 喜博　 
福島 正樹 國吉 一樹 ★眞野 福太郎 

福島 正樹

斜視・弱視 
小児眼科

AM ★七部 史 
（不定期） ★沼田 卓也

PM 七部 史 
（不定期） 沼田 卓也

緑内障

AM ★野本 裕貴

PM ★野本 裕貴 
杉野 日彦 ★野本 裕貴 杉野 日彦

メディカルレチナ

AM ★岩橋 千春 ★坂本 万寿夫 坂本 万寿夫

PM 岩橋 千春 坂本 万寿夫 岩橋 千春

ブドウ膜

AM ★岩橋 千春 ★坂本 万寿夫 ★小池 英子 坂本 万寿夫

PM 岩橋 千春 坂本 万寿夫 岩橋 千春

コンタクトレンズ

AM

PM ★立花 都子
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診療科名 月 火 水 木 金

皮
膚
科

初診
AM ★大塚 篤司 ★中嶋 千紗（2・4 週） 

★佐藤 雅子（1・3・5 週）
★藤井 一恭 

（皮膚腫瘍・手術症例） ★大塚 篤司 ★臼居 駿也

PM 大塚 篤司 ★佐藤 雅子 藤井 一恭 ★中嶋 千紗 ★臼居 駿也

皮膚科一般

AM 臼居 駿也 
高田 真衣

河野 奈央 
門口 佳乃子

長塚 由美 
徳田 一三

中嶋 千紗 
松尾 彩子

中嶋 万季 
谷崎 琢哉

PM 臼居 駿也 
高田 真衣

上角 真央 
康 彩

山本　佳乃 
徳田 一三

飯沼 紀実 
中西 諒

上角 祐人 
谷崎 琢哉

アトピー外来
AM ★大塚 篤司

PM ★中嶋 千紗

術前外来 
（スキンサージェリー

センター）

AM ★西村 和敏 ★西村 和敏

PM 徳田 一三 
門口 佳乃子 西村 和敏

レーザー外来
AM

★中嶋 千紗 
★渡辺 圭子 
★岩津 理世　　

PM

美容皮膚科・
レーザー外来

AM 岩津 理世

PM 中嶋 千紗 (1･3･5 週 ) 中嶋 千紗（2・4 週）

★山本 晴代 
内田 修輔 
カバーマーク 
※予約のみ 

（2 週 14：30 〜）

大塚 篤司 三宅 早苗 
岩津 理世

乾癬・掌蹠膿疱症外来
AM

★大塚 篤司 
加藤 麻衣子 
内田 修輔 
佐藤 雅子

PM 河野 奈央（再診のみ）

メラノーマ外来
AM ★大塚 篤司

PM 大塚 篤司

泌
尿
器
科

泌尿器科全般

AM

( 初・再 ) ★藤田 和利 
【腫瘍】 

( 初・再 ) 藤本 西蔵 
( 初・再 ) ★猪木　蘭　 

( 初・再 ) ★吉村 一宏 
( 初・再 ) ★南 高文 

【腫瘍】 
( 初・再 ) ★橋本 士 

【腫瘍・排尿】

( 初・再 ) ★吉村 一宏 
( 初・再 ) ★三木 浩司 

( 初・再 ) ★藤田 和利 
【腫瘍】 

( 初・再 ) 南 高文 
【腫瘍】 

( 初・再 ) 豊田 信吾

( 初・再 ) ★菊池 尭 
( 初・再 ) ★中山 尭仁 

PM
( 再 ) 植村 天受 

( 初・再 ) ★藤本 西蔵 
( 初・再 ) 猪木　蘭　 

( 再 ) 植村 天受 
( 初・再 ) 橋本 士 ( 初・再 ) 三木 浩司

( 再 ) 藤田 和利 
【腫瘍】 

( 初・再 ) ★南 高文 
【腫瘍】 

( 初・再 ) ★豊田 信吾

( 初・再 ) 菊池 尭 
( 初・再 ) 中山 尭仁

移植

AM

PM ★森 康範
★菊池 尭 
★北 博行 
★西岡 伯 

★林 泰司（交替制）
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診療科名 月 火 水 木 金

耳
鼻
咽
喉
・
頭
頸
部
外
科

★腫瘍・鼻・一般疾（初診）
AM 安松 隆治 山中 敏彰 

北野 睦三　　　　　 交替制 安倍 大輔 
佐藤 満雄 久我 亮介

PM 岩元 秀輔 山中 敏彰 玉木 久智 安倍 大輔 小池 智　　　　　

★耳疾患（初診）
AM 山中 敏彰 交替制 安倍 大輔 

佐藤 満雄 久我 亮介

PM 山中 敏彰 玉木 久智 安倍 大輔 小池 智　　　　　

耳鼻科一般

AM 大平 乃理子 梅本 匡弘 宮本 一宏 
速水 菜々子

PM 梅本 匡弘 
速水 菜々子 紺屋 紗弓 岩田 慎一郎 落合 祐之 交替制

難聴外来

AM 佐藤 満雄

【幼児難聴】 
紺屋 紗弓 

大平 乃理子
（（1・3・5 週）

安松 千絵（2・4 週）

PM 佐藤 満雄 【幼児難聴】 
安松 千絵（2・4 週）

甲状腺
AM 　 藤原 良平

PM 須波 浩之 
※予約のみ（1・3・5 週）

腫瘍

AM 久我 亮介 
小池 智

安松 隆治 
北野 睦三 北野 睦三 佐藤 満雄 木村 隆幸

PM 久我 亮介 安松 隆治 北野 睦三
寺尾 恭一 

※予約のみ 
佐藤 満雄

久我 亮介 
木村 隆幸

音声
AM

PM 森 一功 
（1・3 週）

鼻・副鼻腔

AM 安倍 大輔

PM 木村 隆幸 　岩元 秀輔　　　　　　　　　　　
森川 大樹（2・4 週）　 安倍 大輔

めまい・耳科
AM 山中 敏彰

PM 岩元  秀輔

耳科手術
AM

PM 山中 敏彰

補聴器 
《※水曜日：予約のみ》

AM

PM 安倍 大輔（4 週） 安倍 大輔

嚥下
AM

PM 北野 睦三 交替制

遺伝子カウンセリング
AM

PM 佐藤 満雄 
※予約のみ
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診療科名 月 火 水 木 金

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
科

★メンタルヘルス科
（初診）

AM
森長 篤史 
金沢 健伸 

谷 緑
寺田 徹 柳 雅也 佐久田 静 林 宏樹

PM
森長 篤史 
金沢 健伸 

谷 緑
寺田 徹 柳 雅也 佐久田 静 林 宏樹

メンタルヘルス科全般

AM
柳 雅也 

瀧川 清統 
花田 一志 

【リハビリ科】

橋本 衛 
谷 緑

森本 拓頌 
瀧川 清統 
寺田 徹 

杉本 美和 
★花田 一志 
【リハビリ科】

林 宏樹 
森長 篤史 
花田 一志 

【リハビリ科】

佐久田 静 
金沢 健伸 

田村 善史（隔週） 
原田 毅

PM 瀧川 清統
橋本 衛 

佐久田 静 
谷 緑 

 
森本 拓頌 
瀧川 清統 
寺田 徹 
中田 翼 

林 宏樹 
森 一智 佐久田 静 

金沢 健伸

もの忘れ診断外来 
《※完全予約制》

AM ★橋本 衛

PM ★花田 一志 
【リハビリ科】

★西郷 和真 
【神経内科】

児童 《※事前予約》 PM ★山形 祥礼（初・再）

心理検査

AM 丹羽 篤 
後藤 雄一郎

丹羽 篤 
後藤 雄一朗

谷口 桃香 
丹羽 篤

PM 丹羽 篤 
後藤 雄一郎

丹羽 篤 
後藤 雄一朗

谷口 桃香 
丹羽 篤

緩
和
ケ
ア
科

緩和ケア科 
《※院内紹介のみ》

AM 吉田 健史 吉田 健史

PM 吉田 健史 吉田 健史

麻
酔
科

★麻酔科
【疼痛制御センター】

AM 岩元 辰篤 
北條 絵里

岩元 辰篤 
藤井 真樹子

松本 知之 
田仲 毅至

上原 圭司 
近藤 里沙

PM 岩元 辰篤 
北條 絵里

松本 知之 
田仲 毅至

麻酔科術前外来 
【全麻相談】

AM 松島 麻由佳 髙岡 敦 中嶋 康文 古藤 大和 松本 知之

PM 松島 麻由佳 髙岡 敦 中嶋 康文 古藤 大和 松本 知之

放
射
線
治
療
科

放射線治療科 ( 初診 )

AM 今村 沙織 
交替制

稲田 正浩 
松尾 幸憲

坂中 克行 
交替制

李 在俊 
福田 隼己

植原 拓也 
交替制

PM 今村 沙織 
高濱 聖

稲田 正浩 
松尾 幸憲

坂中 克行 
稲田 正浩

李 在俊 
福田 隼己

植原 拓也 
交替制

★放射線治療外来

AM
坂中 克行 
松浦 知弘 

交替制

李 在俊 
福田 隼己 

交替制

今村 沙織 
横川 正樹 
高濱 聖

植原 拓也 
松尾 幸憲 

交替制

稲田 正浩 
石川 一樹 

交替制

PM 坂中 克行 
松浦 知弘

李 在俊 
福田 隼己 

交替制

今村 沙織 
横川 正樹 
高濱 聖

植原 拓也 
細野 眞 
交替制

稲田 正浩 
石川 一樹 

交替制

放
射
線
診
断
科

IVR 
【放射線カテーテル治療】

AM 谷 龍一郎 ★沼本 勲男 
（下肢静脈瘤・血管奇形） ★岡田 卓也

PM 交替制 
（院内紹介のみ）

交替制 
（院内紹介のみ）

交替制 
（院内紹介のみ）

交替制 
（院内紹介のみ）

交替制 
（院内紹介のみ）
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診療科名 月 火 水 木 金

漢
方
診
療
科

漢方 
《※完全予約制》

AM 武田 卓 
( 自費診療 )

武田 卓 
( 自費診療 )

椎名 昌美 
( 自費診療 )

甲斐 冴 
( 保険診療 )

武田 卓 
吉見 佳奈 
( 自費診療 )

PM 武田 卓 
( 自費診療 )

歯
科
口
腔
外
科

★歯科口腔外科（初診） 
《※完全予約制》

AM
木下 優子 
松浦 宏季　 
青山 彩佳

李 篤史 
髙田 雄斗

榎本 明史 
下出 孟史 
竹崎 朱音

岩﨑 早苗 
福西 隆広

山尾 寿利 
榊原 寛

PM
木下 優子 
松浦 宏季　 
青山 彩佳

李 篤史 
髙田 雄斗

下出 孟史 
竹崎 朱音

岩﨑 早苗 
福西 隆広

山尾 寿利 
榊原 寛

口腔外科一般（再診）

AM

下出 孟史 
木下 優子 
青山 彩佳 
松浦 宏季 

榎本 明史 
李 篤史 

高田 雄斗 
青山 彩佳 
山尾 寿利 
松浦 宏季

榎本 明史 
岩﨑 早苗 
下出 孟史 
髙田 雄斗 
竹崎 朱音 
福西 隆広

岩﨑 早苗 
青山 彩佳 
榊原 寛 

竹崎 朱音 
福西 隆広

岩﨑 早苗 
李 篤史 

木下 優子 
山尾 寿利 
高田 雄斗

PM

下出 孟史 
木下 優子 
青山 彩佳 
松浦 宏季 

榎本 明史 
李 篤史 

高田 雄斗 
青山 彩佳 
山尾 寿利 
松浦 宏季

榎本 明史 
下出 孟史 
髙田 雄斗 
竹崎 朱音 
福西 隆広

岩﨑 早苗 
青山 彩佳 
榊原 寛 

竹崎 朱音 
福西 隆広

岩﨑 早苗 
李 篤史 

木下 優子 
山尾 寿利 
高田 雄斗

矯正
AM

PM 竹内 嘉英 
山元 有理
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外来診療
担当医一覧表は
連携医向けLINEから！
毎月更新中！

〒590-0197 大阪府堺市南区三原台1-14-1

072-288-6252（地域連携課）

6つの専門力が
支える、
高度外科医療

近畿大学病院チャンネル

お待ちしています!
近畿大学病院公式チャンネル

当院では、患者さまや地域の皆さまに当院をより身近に感じていただくため、
LINEの他にも各種SNSやボイスメディアを運用しています。是非フォローやいいねをお待ちしております！

チャンネル登録

近畿大学病院LINEアカウント
近畿大学病院LINE
公式アカウント

近畿大学病院では、スマートフォンから利用できるアプリケーション
「LINE」の公式アカウントを、2021年9月より開設しました。イベントのご
案内や、日々 の健康づくりに役立つ情報をお届けします。

小児科 駐車場 コロナ 入院

当院についてのご質問（簡単なキーワード）に

など

AIが自動でお答えします！

最新情報を
随時発信！

セミナー案内 各種救急コール

外来診療担当医一覧表 など

Facebook

お待ちしています!

いいね!

Instagram

フォロー
いいね

お待ちしています!

アカウントURL

医療機関
向けLINE


